
②地域材利用の促進
森林資源の有効利用を図るため、大河原町の建築物にお

ける木材利用の促進に関する方針についてに基づき、町内
の公共建築物等において地域材の利用を促進する。

■活用状況（全体像）
区分 令和元年度～

令和４年度 令和５年度 計 令和５年度末
時点の活用率 未執行額の活用方針

活用額（円） 73,000 1,047,000 1,120,000
6％

町内の私有林人工林における森
林整備及び町内公共建築物等へ
の木材利用譲与額（円） 13,138,000 5,486,000 18,624,000

■今後の実施計画

■令和５年度の具体的な活用状況

①森林整備の計画
意向調査後に集積可能な私有林人工林に対して「集積計

画」の策定を行います。間伐等の整備については計画に基
づき、所有者との契約を行い期間を定め進めてまいります。

区分 事業区分
事業費（円）

事業内容うち
森林環境譲与税

森林整備 森林クラウドシステム
導入 1,047,000 1,047,000 今後実施予定の意向調査に向けたシステム導入を

行った。

基金積立 4,439,000 4,439,000 大河原町森林環境譲与税積立基金

合計 5,486,000 5,486,000

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

対象施設 ー 公共施設
授乳室設置 検討中 未定

予定額
（円） ー 2,830 ー ー

地権者 大河原町

森林利用の承諾

森林整備の実施

受託契約

宮城県大河原町における森林環境譲与税の活用について


